脳外２００５年度問題

2.眼瞼下垂するもの二つ。
A.　内頸動脈－後交通動脈瘤

B.　Galen静脈奇形

C.　松果体腫瘍

D.　ワレンベルグ症

E.　小脳出血

4. Galen静脈をへて直静脈洞へと注ぐのはどれか

A. 海綿

B. Trolard

C. 内大脳静脈

D. Trabbe

E. 上矢状

7.　ABRのv波の起源はどこか？

A.　前庭神経核

B.　蝸牛神経核

C.　上オリーブ核

D.　外側毛帯

E.　下丘

9.　弁膜症

答え　脳膿瘍

10. 症状の経過中にV-P shunt手術が必要でないものを２つ。

A. congenital aqueduetal stenosis

B. Hydranencephaly

C. Dandy-Walker

D. 脊髄hydromyelia

E. 脊髄meningeomyelocele

11.　水頭症　誤っているもの2つ

A.　頭皮静脈怒張は頭蓋内圧亢進による静脈潅流の側副路

B.　落陽現象は頭蓋内圧亢進で上眼窩裂が圧迫されて起こる。

C.　中脳水道狭窄では第四脳室拡大はない。

D.　年少軽症例では頭囲拡大のみのことあり。

E.　先天性のものは胎児手術で予後が改善する。

13.一歳。健診で頭が前後に長いと言われ、狭頭症と診断。問題のある縫合はどれか？

A.　冠状縫合

B.　矢状縫合

C.　人字縫合

D.　魚？状縫合

E.　前頭縫合

14. 一過性脳虚血発作の症状として不適切なものはどれか

A. 片麻痺

B. 同名半盲

C. 一側性視力障害

D. ？

E. 耳鳴

16.くも膜下出欠の？？

過去問と同じ

18.65歳男性。高血圧で治療中であった。突然の頭痛とめまい感を訴え外来を受診した。そのうち徐々に傾眠傾向となってきた。四肢の麻痺はない。可能性が一番高いのはどれか。

a）聴神経腫瘍

b）メニエール病

c）くも膜下出血

d）小脳出血

e）脳幹梗塞　

20.くも膜下出血を疑わせるのは？

A.　後頭部頭重感

B.　眼奥部痛、流涙
C.　ハンマーでなぐられたような頭痛

D.　拍動性頭痛、嘔吐も、反復性

21. 以下のうちホルモン療法有効なものひとつ

A.　れん縮による脳血管障害

B.　？

C.　転移性脳腫瘍

D.　脳挫傷

E.　脳梗塞

22.　もやもや病で不適切なもの

1.　小児の片麻痺をきたす

2.　過呼吸で抑制される

3.　Wiilis動脈輪の閉塞による

4.　もやもやは側副血行路である

5.　小児は血行再建でいく

24.　静脈圧の上昇が症状に関係する疾患ではないのはどれか。

1.　脊髄硬膜動静脈奇形

2.　上矢状静脈洞血栓症

3.　ガレン静脈奇形

4.　内頚動脈海綿静脈洞ロウ

5.　海綿状血管腫

24. 次の脳浮腫の中でステロイドにもっともよく反応するものはどれか。

A. 高血圧性脳内血腫による場合

B. 脳血管攣縮による場合　

C. 転移性脳腫瘍による場合　

D. 脳梗塞による場合　

E. 脳挫傷による場合

27.吹き抜け骨折に特徴的なもの一つ。

A.　眼球突出

B.　眼球上転障害

C.　バトル徴候

D.　視力消失

E.　瞳孔散大

A. 29. L4/5の症状

B. 中殿筋筋力の低下

C. 下肢脛内側の知覚障害

D. つま先立ち困難

E. PTRC低下

F. 大腿内側

35. ２０歳男性。MRIにて松果体部の均一に造影される境界明瞭な腫瘤。HCGβ、αFP, CEAは全て陰性。開頭による腫瘤生検、引き続いて化学療法、さらに拡大局所放射線療法２４Gy 。腫瘤完全消失。正しいものをひとつ。

A. 経過観察はHCGβを重視

B. 全脳全脊髄放射線追加

C. 化学療法による追加療法

D. 10年生存率は10％程度

E. 生検組織によりtwo cell pattern

36.　腎癌をおこすもの

A.　Sturge-Weber症候群

B.　Bourneville-Pringle症候群（結節性硬化症）

C.　von Hippel Lindau病

D.　Neurofibromatosis I

E.　Neurofibromatosis II

38.glioblastomaと強く関係するものを二つ選べ。

A.　p５３

B.　Merlin

C.　PTEH

D.　NF2

E.　MEN1

40. ２００１．３６に同じ

41.後頭蓋下開頭転倒？腫瘍摘出術みえないもの
A.　動眼神経

B.　三叉神経

C.　顔面神経

D　舌咽神経

E. 後下小脳動脈

44.　てんかんの焦点について適切なもの１つ

A.　非発作時　血糖を消費している

B.　非発作時　血流多い

C.　非発作時　脳波が異なる

D.　脳磁図は深部の焦点の方が向いている

E.　MRI diffusionは焦点を探せる

45．ヘルペス脳炎について誤りをひとつ。
A.　主にHSV-1型ウイルスの感染による。

B.　高率に痙攣発作を呈する。

C.　CTやMRIの画像所見に乏しい

D.　記憶障害、癲癇、人格変化などの後遺症が見られる。

E.　確定診断はCSF中のHSV-DNAの検出によりなされる。

46.AIDSに合併するもののうち誤りひとつ

A.　PML

B.　リンパ腫

C.　サルコイドーシス

D.　クリプトコッカス症

E.　トキソプラズマ

49.　次の脳浮腫の中でステロイドが最も効果的なものは？

1.　高血圧性脳内血腫

2.　脳血管攣縮

3.　転移性脳腫瘍

4.　脳挫傷

5.　脳膿瘍

49. 以下の中で静脈圧の上昇が症状に関係する疾患ではないのかどれか。（略）

50.　虫垂炎手術の際の腰椎麻酔後に頭痛がする。治療は？

1.　安静

2.　マンニトール

3.　腰椎穿刺ドレナージ

4.　ステロイド？

5.　blood patch

